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参考資料 ２ 

小学校学習指導要領（短時間学習関係部分抜粋） 

 

【第１章 総則】 

第１ 小学校教育の基本と教育課程の役割 

  ３ 教育課程の編成における共通的事項 

    (1) 内容等の取扱い 

ウ 各学校の時間割については，次の事項を踏まえ適切に編成するもの

とする。 

 (ｲ) 各教科等の特質に応じ，10 分から 15 分程度の短い時間を活用し

て特定の教科等の指導を行う場合において，教師が，単元や題材など

内容や時間のまとまりを見通した中で，その指導内容の決定や指導

の成果の把握と活用等を責任を持って行う体制が整備されていると

きは，その時間を当該教科等の年間授業時数に含めることができる

こと。  

     （略） 

 

【第 10 節 外国語】 

３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

(1) 指導計画の作成に当たっては，第３学年及び第４学年並びに中学校及

び高等学校における指導との接続に留意しながら，次の事項に配慮する

ものとする。 

   （略） 

エ 児童が英語に多く触れることが期待される英語学習の特質を踏ま

え，必要に応じて，特定の事項を取り上げて第１章総則の第２の３の

(2)のウの(ｲ)に掲げる指導を行うことにより，指導の効果を高めるよ

う工夫すること。このような指導を行う場合には，当該指導のねらいや

それを関連付けて指導を行う事項との関係を明確にするとともに，単

元など内容や時間のまとまりを見通して，資質・能力が偏りなく育成

されるよう計画的に指導すること。 
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（参考） 

 

【第１節 国語】 

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 １ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。 

（略） 

  (3) 第２の各学年の内容の〔知識及び技能〕に示す事項については，〔思考

力，判断力，表現力等〕に示す事項の指導を通して指導することを基本と

し，必要に応じて，特定の事項だけを取り上げて指導したり，それらをま

とめて指導したりするなど，指導の効果を高めるよう工夫すること。な

お，その際，第１章総則の第２の３の(2)のウの(ｲ)に掲げる指導を行う

場合には，当該指導のねらいを明確にするとともに，単元など内容や時

間のまとまりを見通して資質・能力が偏りなく育成されるよう計画的に

指導すること。 

 

【第３節 算数】 

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。 

（略） 

 (2) 第２の各学年の内容は，次の学年以降においても必要に応じて継続して

指導すること。数量や図形についての基礎的な能力の習熟や維持を図るた

め，適宜練習の機会を設けて計画的に指導すること。なお，その際，第１章

総則の第２の３の(2)のウの(ｲ)に掲げる指導を行う場合には，当該指導の

ねらいを明確にするとともに，単元など内容や時間のまとまりを見通して

資質・能力が偏りなく育成されるよう計画的に指導すること。また，学年間

の指導内容を円滑に接続させるため，適切な反復による学習指導を進める

ようにすること。 

 


